
2018 年 6 月 17 日 

第 65 回全国国公立大学選手権水泳競技大会 

 参加者各位 

公益財団法人日本水泳連盟 

全国国公立大学選手権実行委員会 

『2018 年度 ドーピング・コントロール手続 同意書』の提出について（重要） 

本大会への参加にあたり、大会当日未成年者である競技者につきましては、以下のご案

内に従って、別紙『2018 年度 ドーピング・コントロール手続 同意書』の提出が必要とな

ります。 

つきましては、本大会参加の未成年競技者につきましては、同意書を大会エントリー時

に提出するようお願いいたします。尚、本年度開催されました「日本選手権」「ジャパンオ

ープン２０１８」等の大会におきまして、本連盟宛に同意書を提出済みの競技者につきま

しては、再度の提出の必要はございません。 

 内容をご確認の上、本人並びに保護者の署名・捺印をいただき、同意書をご提出戴きま

すようお願い申し上げます。 

未成年競技者 及び 親権者の皆様へ 

公益財団法人日本水泳連盟 

医事委員会 

アンチ・ドーピング委員会 

未成年競技者親権者の「同意書」記入について 

現在、（公財）日本水泳連盟の主要競技大会の多くではドーピング検査が行われています。ドーピン

グ検査の詳細については、（公財）日本アンチ・ドーピング機構（JADA）や（公財）日本水泳連盟のホ

ームページなどで確認ができます。 

成人「20 歳以上」の競技者であれば、ドーピング防止に関わるルールの理解、検査の対応等全てが

自己責任になります。しかし、未成年「20 歳未満」はルールや検査等に関して十分な理解が出来ない場

合や責任能力が不十分であることから、未成年競技者と共に親権者にもご理解をいただくことを目的と

し、親権者からの「同意書」を得ることが世界アンチ・ドーピング機構で決定されました。 

日本水泳連盟の主要競技大会に出場予定の「20 歳未満」の競技者及び親権者の方については、（公財）

日本アンチ・ドーピング機構のホームページ（http://www.playtruejapan.org/）をよくお読みの上で、

別紙「同意書」を各大会の申込書類とあわせてご提出ください。 

※ 「同意書」は、「20 歳未満」で競技を続けている間は、１年度に１回の提出をお願いいたします。

また、大会によって「同意書」提出有無、方法が異なりますので、事前によくご確認の上ご対応く

ださい。 


